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　エレクトロニクス実装学会誌 9月号は毎年，編集委員会

が担当して小特集を組んでいます。

　さて，何か新しいことを始めようとするとき，皆さんは

どのように取り組んで来られたでしょうか。近くに教えて

くれる先輩や先生がいれば，まず相談するのではないで

しょうか。先人がいないような分野や場所では，誰にも聞

かずに初めから物事を作り上げていくというやり方もない

わけではありませんが，あまり効率的ではないはずです。

実際は，ほとんどの場合，誰にも聞かなかったといって

も，書物を参考にし，すでに出来上がった技術は当然のこ

ととして，利用してきたわけです。さらに，なにも参考に

していないつもりで新しいことを考える際にも，頭の奥底

には自分の経験してきたことがあり，それを意識的あるい

は，無意識的に利用してきているはずです。

　さて新しく自分がやりたいテーマがあるとき，そのテー

マについてそのままあてはまる先人というような人がいな

くても，似たことや参考になる知識を経験者に求めること

は，時間とそれにかかわる労力を減らしてくれます。しか

も，ほとんどの場合，かつて同じような課題に取り組ん

で，その答えを見つけた人がいるはずです。このような手

続きを適切におこなわないと，あちこちで同じような努力

を繰り返すということになり，繰り返された時間や労力は

あまり効果的に使われたとはいえないように思います。も

ちろん，新しくその仕事を始めた人は先人の努力を繰り返

すことによって知識を自分のものとしていますから，技術

を習得する段階で先人の行ってきたことはもっとも有意義

であることはいうまでもありません。一方，すでにいろい

ろな経験をつんできた方にとって，過去の経験を，経験者

がその経験を後輩に伝えることはとても重要なことで，先

に得た知識を後輩に残すことは先輩の責務といえます。し

かしながら，先人の貴重な知識を後輩に伝える機会が常に

あるわけではありません。教科書とよばれるような書物や

文献はこのために存在しているのですが，あまりにカバー

すべき分野が広く，すべての分野について貴重な体験を伝

えるというということは難しくなっています。

　そこで，今回の小特集は，実装技術の歴史と題して実装

技術に関連した分野のなかから，いくつかのテーマを選び

過去から現在わたる技術の進歩や重要なアイデアなどにつ

いて，編集委員が厳選した方々に，実装技術の発展の歴史

を書いていただくこととしました。まず，本学会前会長の

嶋田勇造氏によって実装技術全体について，雀部俊樹氏に

はプリント配線板について，塚田　裕氏にはフリップチッ

プ実装とその信頼性について，谷　貞宏氏には配線板の信

号シミュレーションについて，さらに林　克也氏にはリチ

ウムイオン電池についてそれぞれの発展の歴史を執筆して

いただきました。限られた時間のなかで無理な執筆をお願

いしましたが，貴重な文章の執筆を快く引き受けていただ

き大変感謝しています。

　各分野で長い経験をお持ちの方は多数おいでです。専門

家の本分のひとつは書くことでもあります。今後も積極的

に経験を文章にしていく努力をお願いしたいと思います。
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